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はじめに
第２版を策定するにあたって。

磐梯町デジタル変革戦略第 1 版は、磐梯町総合計画に基づき、磐梯町の
将来像である「自分たちの子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづく
り」と、実現のための使命である「誰もが自分らしく生きられる共生社会
の共創」を具現化するため、令和 2 年 7 月に策定されました。今回策定さ
れた第 2 版は、デジタル変革に取り組んできた 1 年間の経験と反省、知見
を踏まえ、基本的な考え方は変わることなく、次のステージに向けた、具
体的な取り組み方針を織り込んだ戦略となっております。

令和３年 7 月 1 日
磐梯町長　佐藤淳一

磐梯町マスコットキャラクター「ロボばんじぃ」
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磐梯町デジタル変革戦略の位置付けと体系図

使命 ( ミッション )
誰もが自分らしく生きられる共生社会の共創

( 磐梯町総合計画 ) 将来像 ( ヴィジョン )
子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづくり

～共創協働のまちづくり～
( 磐梯町総合計画 )

以下、本戦略で具体化したヴィジョン
将来像１　デジタルからデザインへ～脱デジタル宣言～

将来像２　働き方の再デザイン～いつでも、どこでも、誰とでも～

将来像３　サービスの再デザイン～決してお手間を取らせません～

将来像４　参加の再デザイン～参加の意義を考えよう～

将来像５　官民共創のデザイン～境界を意識しない環境づくり～

将来像６　ゼロベースの自治体のデザイン

戦略 · 戦術

行動指針 ( バリュー )
磐梯町 DX 戦略室什の掟
( デジタル変革戦略室 )

※磐梯町総合計画：磐梯町のまちづくりの基本であり最上位の計画

※サービス：町民や関係者の皆さまに対する行政サービス全般	
※官民共創：「官（役場）」と「民（企業や団体、個人）」が協力して、町の課題解決に取り組む手法、役場が企業に発注して
事業を行うといった従来の請負手法とは異なる取り組み（「官民」に取り消し線が入っている理由は後述）



Copyleft(ɔ) Bandai town( 磐梯町 ) all right reversed.4

目次

はじめに	 	 2
磐梯町デジタル変革戦略の位置付けと体系図 3

第１章 総論	 	 	 	 5

１．使命 (ミッション )　 5
２．将来像 (ヴィジョン )　 6
３．行動指針 (バリュー )〜磐梯町DX戦略の什の掟　 13
４．戦略、戦術　	 	 14
５．推進体制と手法　 15
６．第1期戦略の振り返り　 18

第２章 各論	 	 	 	 19
１．将来像１：デジタルからデザインへ〜脱デジタル宣言〜 19
２．将来像２：働き方の再デザイン〜いつでも、どこでも、誰とでも〜 20
３．将来像３：サービスの再デザイン〜決してお手間を取らせません〜 21
４．将来像４：参加の再デザイン〜参加の意義を考えよう〜 22
５．将来像５：官民共創のデザイン〜境界を意識しない環境づくり〜 23
６．将来像６：ゼロベースの自治体のデザイン 27

第３章 傍論	 	 	 	 36
1．デジタル変革の定義 28
2．デジタル変革と ICTの違い 28
3．デジタル化の３分類 29
4．パブリックデザインの定義 30

あとがき	 	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31
編集メンバー	 	 	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32



Copyleft(ɔ) Bandai town( 磐梯町 ) all right reversed.5

第１章　総論

１．使命 ( ミッション )
「 誰 も が 自 分 ら し く 生 き ら れ る 共 生 社 会 を 共 創 す る 」

これは、磐梯町がデジタル変革を推進する使命で
あり、強い動機でもあります。
また、このことは、令和２年３月に策定された磐梯
町総合計画において、共生社会・デジタル変革の項
目内に明記されており、町の方針でもあります。
そこで、磐梯町は課題解決、価値創造そして共生
社会の共生共創のために、デジタル変革を推進して
きました。
まず、課題解決についてです。戦後、爆発する人

口増加を背景に、地方部のヒトを都市部が吸収し、モ
ノやカネを都市部から地方部に分配することで、国
も地方も成り立ってきました。平成期は昭和期の成
功体験に固執するあまり、その思考と手法を変えず
にきた結果、課題は先送りされ、現在に至ります。
実際、磐梯町もこの例にもれず、戦後最盛期には

8,000人を超えた磐梯町の人口は、現在は半分以下
の3,000人台にまで減少し、将来推計においてはさ

※オンライン：パソコンやスマーフォンなどを使って、インターネット経由で他の人と繋がること。遠方にいても会話や会議、ゲームなどができる
※プロジェクト：目標達成のための個別の業務
※デジタルデバイド：デバイドは「格差・不公平」という意味で、パソコンやスマートフォンなどのデジタル機器を使わない・使えないことによって起こる個人間の格差や不公平
※インクルージョン：全て包み込み誰も取り残さないこと　デジタルインクルージョンはデジタルに弱い人も取り残さない取り組み

らなる減少が見込まれています。かつての町の活気
は失われています。そこで、行政運営についても根
本的な思考と手法を改め、磐梯町が重点的に取り組
むデジタル変革も積極的に取り入れ、磐梯町の抱え
る課題解決を実践しています。
次に、価値創造についてです。磐梯町で全国の自
治体に先駆け、デジタル変革に取り組んできたのは、
デジタル技術の活用によって生み出される価値に着
目したことも大きな理由です。例えば、令和2年11
月に設置されたオンライン審議会は、従来の現地開
催では関わってもらうことが困難であった多様な委
員にご参加頂きながら、高効率な運営と経費削減も
実現し、大きな価値を生み出しています。
また、このようなオンライン上の取り組みは、磐
梯町の各施策にも取り入れられ、コロナ禍において
交流・関係人口の拡大に寄与しており、これらの人
材により様々なプロジェクトが生まれ始めています。

最後に、共生社会の共創についてです。「デジタル
デバイド (デジタル技術による社会的分断 )」という
表現がデジタル技術の活用において懸念されていま
す。一方で、「デジタルインクルージョン (デジタル
技術による社会的包摂 )」の考えの下、社会的弱者を
取り残さない手段としてもデジタル技術は大きな力
を発揮します。
そこで、磐梯町ではデジタル技術の持つ負の側面

を極小化し、正の側面を極大化することで、誰もが
自分らしく生きられる共生社会を実現する手段とし
てデジタル変革を推進しています。
デジタル変革は、個別の技術を導入する業務では
なく、組織のあり方を根本的に変革する経営です。
したがって、短期的なわかりやすい取り組みよりも、
中長期の視点に立った地道な取り組みこそがまず求
められます。幾多の困難が続きますが、磐梯町が目
指す使命のために、信念をもって取り組んでいます。
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２．将来像 ( ヴィジョン )
「自分たちの子や孫たちが暮らし続けたい魅力あるまちづくり

～共創・協働のまちづくり～」

※協働：町が抱える課題解決のため、町民・行政・企業・団体などが、知恵や力をあわせ、共に取り組み、行動すること

これは、磐梯町が目指すまちの将来像であり、磐梯
町総合計画にも明記されています。
したがって、デジタル変革の先にある将来像は、こ
の将来像を実現する手段として行なっています。
一方で、この中長期的な将来像を実現するためには、
短期的かつ中間的な将来像を設定することで、

より具体的な戦略、戦術に落とし込んでいく必要があ
ります。
そこで、本戦略では、まちの将来像をデジタル変革

とデザインの視点から6つの具体的なヴィジョンを設
定しました。
以下、6つの将来像について概説します。

将来像１ 将来像４将来像２ 将来像５将来像３ 将来像６

V I S I O N
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将来像１：デジタルからデザインへ～脱デジタル宣言～

雄大な磐梯山をいつもと変わらず眺めながら、町民がいつもと変わらない日常を送っています。町民誰もが意識しないところで、
デジタル技術がインフラとして活かされています。そんなパブリック(地域、社会、役場、施設等 )のデザインを行なっていきます。
さて、磐梯町では、DXやCDOのDは、「デジタル (Digital)」だけではなく、「創造的破壊 (Disruption)」、「データ(DATA)」そ

して「デザイン (Design)」を表すものとして捉え、CDOを中心に取り組みを進めてきました。デジタル変革推進当初は、職員間の
デジタル技術の活用とリテラシーの向上 (デジタル )、既存の価値観と取り組みの抜本的な見直し (創造的破壊 )に重きを置いてき
ました。
しかし、デジタル変革戦略室を中心にデジタルネイティブな組織運営が常態化し、各課にそれらの取り組みが波及する段階にな
った現在、より重視されるべきは「データ」であり「デザイン」の役割です。そこで、本戦略では改めて何のためにデジタル変革を
推進するのかという本質的な部分に力点を置くと同時に、それらを実現するためのデザインを重視する姿勢を明示します。
また、磐梯町では「デジタル技術は手段であって目的ではない」という基本姿勢を徹底しています。また、期限を区切って「変革」
を成し遂げるという強い意識でデジタル変革に臨んできました。したがって、「デジタル変革」という言葉が磐梯町の行政文章に見
られる限りは、その変革がなされていないということになります。
そこで、情報インフラ・システムの更新、職員・町民のリテラシーの向上、各種環境整備等の目処が示されることを条件として、

「脱デジタル宣言」を実施し、3年間の時限組織であるデジタル変革戦略室の意義を再確認し、不退転の覚悟で取り組みを進めてい
きたいと考えます。

※インフラ：上下水道・道路など、生活や経済活動に不可欠な社会基盤、ここではインターネットやパソコン・スマートフォンなどのデジタル技術を社会基盤に含めている
※パブリック：公共
※CDO：最高デジタル責任者（Chief Digital Officer）磐梯町のデジタル化を推進する最高責任者
※リテラシー：あるものを活用する能力、ここではデジタル技術を使いこなす能力
※デジタルネイティブ：若いころからデジタルデジタル技術や機器に慣れ親しんできた世代、ここではデジタル技術を使いこなすのが普通という意味合い
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将来像２：働き方の再デザイン～いつでも、どこでも、誰とでも～

役場で業務にあたる職員等が、それぞれのライフスタイルとライフステージに応じて、自分らしくやりがいを持てる働き方を再デザインし、
実現します。そのために、いつでも、どこでも、誰とでも働ける業務環境を構築します。このことにより、例えば、旅好きの職員が、世界各地
を旅しながら業務にあたるということも想定します。
まず、「いつでも」という点については、非同期の働き方を仕組み化し、働く時間帯の柔軟性を担保します。具体的にはビジネスチャットツ
ール等のクラウドツールの活用を原則とし、柔軟な働き方に対応した労務規則の整備、職員の意識変革を行います。
次に、「どこでも」という点については、テレワーク(在宅勤務、サテライトオフィス勤務、リモートワーク等 )を希望する職員が選択できる
仕組みを構築します。具体的には、業務を限界までインターネット系に寄せ、クラウドサービスで処理できるように、ゼロトラストの概念を取
り入れたセキュリティ環境を構築します。
最後に、「誰とでも」という点については、価値を創造するために最適な人々と組織内外の境界線を超えて、プロジェクトベースでの共創を
促進する仕組みを構築します。具体的には、複業人との共同プロジェクトの促進や役場内へのフリーアドレスの導入を行います。
なお、この将来像を実現するために重要な視点は、徹底的に職員本位で働き方をデザインすることであり、経費削減、業務効率化、生産性
の向上といった役場本位の業務改革の視点は劣後します。したがって、費用がかかっても投資的に実施する取り組みが短期的には生まれます。
ただし、中長期的な視点に立つならば、これらの将来像を実現することで、結果的に経費削減、業務効率化、生産性の向上も実現します。
また、職員等とは、単に正規雇用の職員のみを指すのではなく、あらゆる形態において磐梯町の業務に関わる人々を含みます。
以上より、子供との時間を確保しながら、介護をしながら、大学院に通学しながら等、あらゆるライフスタイル、ライフステージに合わせた、

柔軟な働き方が実現します。また、この独特な働き方によって、自分らしく生きたいという優秀な人材が世界各地から磐梯町に関わってくれる
ことも期待できます。

※ライフスタイル：個々の生活の送り方
※ライフステージ：個々の年齢により変化する生活段階
※テレワーク（リモートワーク）：職場に来なくてもどこからでも仕事ができる働き方
※サテライトオフィス：出先事務所
※ゼロトラスト：すべての通信を信頼しないことを前提に情報セキュリティ対策を行うというの考え方
※フリーアドレス：オフィスの中で固定席を持たずに、ノートパソコンなどを活用して自分の好きな席で働くワークスタイル
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将来像３：サービスの再デザイン～決してお手間を取らせません～

役場の手続きや各種サービスにおいて、受益者が不必要な手間 (時間、労力等 )がかからない、サービスプロセスの再デザイン
をします。
最上の行政手続きやサービスは、受益者に手間を取らせないことです。究極的には、手続き自体が存在しない、サービスの必要
性自体が生じない空気のような役場が理想的です。
例えば、多くの行政手続きは、強制力を伴うものが多く、町民が望んで取り組むわけではありません。一方で、町民には役場を
選ぶ裁量はなく、いかに手間がかかる手続きであっても、それを甘受せざるを得ませんでした。そして、役場は町民に手間を取ら
せるということについて、様々な理由から真剣に改善を行ってきませんでした。
そこで、今まで役場本位に設計されてきたサービスプロセスを、町民本位に再デザインする手段としてデジタル技術を活用した

り、オンライン化したりする取り組みを推進します。
また、その前提条件として、情報通信インフラに全町民がアクセスできるようにすることは不可欠です。電気・水道と変わらな
いライフラインと位置付けられます。そこで、全ての住民がインターネットにアクセスできる環境を整備します。
さらに、インフラの整備と並行して、住民がデジタル技術を自らの必要な範囲において活用できるためのリテラシーの向上が重
要です。そこで、デジタル技術の活用に苦手意識を持つ住民に対して、リテラシーを向上してもらうための取り組みを推進します。

※ライフライン：インフラに同じ
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将来像４：参加の再デザイン～参加の意義を考えよう～

磐梯町に関わるあらゆるステークホルダーが、それぞれの関わりにおいて、磐梯町に関われるように、役場等への参加の在り方
を再デザインします。
現在、磐梯町には様々なステークホルダーがいます。磐梯町に住所を持つ住民、磐梯町の企業等に勤めている通勤者、観光等で

訪れる観光客、ふるさと納税等を通じて寄付を行う寄付者、さらには磐梯町に住所は持たないけれど様々な価値を生み出している
交流・関係人口に分類される人々、自然人、法人問わず多くの利害関係者によって磐梯町は支えられています。
一方で、これらの多種多様なステークホルダーが磐梯町に参加する仕組みがしっかりと整備されておらず、依然として属人的か

つ暫定的な対応に終始しがちです。
そこで、各ステークホルダーの定義を行い、参加の現状を把握し、デジタル技術も活用して、現代に合った形での参加のあり方

をデザインします。

※ステークホルダー：磐梯町に関わるあらゆる関係者
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将来像５：官民共創のデザイン～境界を意識しない環境づくり～

官民を意識せず、受発注の関係性に囚われず、共有された使命・将来像に基づいた「官民共創」の取り組みが自然と生まれ、問
題解決に止まらず、価値創造や共生社会の共創が実践されているエコシステムを目指します。
さて、官民共創とは、行政 (官 )と役場外の個人・企業・団体等 (民 )が、双方の使命・将来像を共有して、Win-Winの成果

(Outcome)を目指して、戦略・戦術レベルでプロジェクト・サービス・製品等を共創する取り組みです。これは、使命・将来像
の共有を必ずしも必要とせず、予測可能な結果 (Output)を重視する官民連携をより柔軟かつ成果志向に発展させた考え方です。
磐梯町が官民共創を推進する理由は、行政実務の不確実性と多様化です。
まず、不確実性についてですが、役場の扱う事象の多くが前例のないものになる中で、従来の結果の予測可能性を前提とした取

り組みのみでは限界があるため、民間の方々と使命・将来像という最上位の概念を共有した上で、戦略・戦術については柔軟な対
応をすることが必要なためです。
次に、多様化についてですが、役場の扱う事象が多様化する中で、役場内部における既存の資源のみでは、成果をあげていくこ

とが極めて困難になっているため、例えば役場外の人材、サービス・製品、資金等を活用することで成果につなげていくことがで
きるためです。
デジタル変革戦略室の取り組みは、この官民共創の最たる例で、デジタルネイティブ組織として発足し、役場外の人材や企業を
多く取り込みながら、業務を推進してきました。その結果、磐梯町役場固有の資源のみで取り組んでいたら、実現することができ
なかった成果が現れ始めています。
デジタル変革と官民共創は非常に相性が良く、今後は、この取り組みを、全庁に拡大していきます。
なお、「官民」を「官民」とあえて表現しているのは、成果志向で考えるのであれば、「共創」というプロセスにこそ意義があり、
各プレイヤーがいかなる属性を持っているかという点について明示することに意義はほとんど存在しないためです。一方で、その
意識に追いついていない人々にご理解頂くこと術として「官民」の表記を残しています。

※Win-Win：取引をする双方どちらにも利益がある形態
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将来像６：ゼロベースの自治体のデザイン

交流・関係人口を通じた地域活性化、町民本位の行政デザインを目指して、地方自治体のあり方をゼロからデザインします。また、
交流・関係人口との共創も含め、町民本位・ステークホルダー本位の自治体運営や多種多様な人々による自治をゼロから構築でき
るか、多方面にわたる議論と実証実験を進めます。
	磐梯町は、交流・関係人口の拡充及び地域活性化に取り組んできましたが、行政のあり方が交流・関係人口の方々にとって利

用しやすい状況であることは、結果的に町民の皆さんの利便性の向上と地域の活性化に繋がります。
また、総務省が主催する自治体戦略2040構想研究会の報告書においても、「人口減少下において満足度の高い人生と人間を
尊重する社会をどう構築するか」という視点からデジタル技術も活用した行政のあり方の抜本的見直しについても検討されてい
ます。
そこで、これからの自治体及び自治のあり方を考えるうえで、既存の行政システムとは異なる、交流・関係人口との共創による、

町民本位・ステークホルダー本位の自治体の将来像をゼロベースでデザインし、構築できるか検討します。
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３．行動指針 ( バリュー ) ～磐梯町 DX 戦略の什の掟
「什の掟」:会津藩では、同じ町に住む六歳から九歳までの藩士の子供たちは、十人前後で集まりをつくっていました。この集まりのことを会津藩では
「什 (じゅう )」と呼び、そのうちの年長者が一人什長 (座長 )となりました。毎日順番に、什の仲間のいずれかの家に集まり、什長が「お話 (什の掟 )」を
一つひとつみんなに申し聞かせ、すべてのお話が終わると、昨日から今日にかけて「お話」に背いた者がいなかったか　どうかの反省会を行いました (会津
藩校日新館HPより )。「磐梯町DX戦略室『什の掟』」は、「什の掟」をDX戦略室の構成員等の行動規範として、アレンジしたものです。

一、町民本位でなければなりませぬ
行政は、町民のためにあることを肝に命じて、役場にかかる森羅万象を町民本位にデザインしま

しょう。また、町民本位の次に、職員本位も意識し、みんなに魅力ある磐梯町にしましょう。

一、誰一人取り残してはなりませぬ
民間企業のDXと違い、行政のDXは相手を取捨選択できません。共生社会実現の視点から、す

べての住民や職員がDXの恩恵に与れるようにお互いを気遣っていきましょう。

一、言葉や他者に踊らされてはなりませぬ
何が町民本位であるかを常に自分の頭で考え (要求・要件定義 )、同僚と対話し、行動するように

しましょう。本当にやるべきことがわかっていれば、次々と生まれる流行り言葉や、他者からの甘言
に惑わされることはないはずです。なお、流行り言葉は活用しましょう。その場合、注釈を加えまし
ょう。

一、本当の価値を評価しなければなりませぬ
私たちがDXを通じて行うべきは共生社会と将来像の実現であり、町民本位の価値の提供です。

前例という「カタチ」に捉われず、「カチ」を評価し、共創しましょう。なお、価値を生み出せる人
材を適正に評価し処遇しましょう。人材こそが全ての価値の源泉です。

一、できない理由を並べてはなりませぬ
町民本位の価値があると信ずる道があるならば、できない理由ではなく、できる理由を考えて、

行動しましょう。そのためには、町民を役場や制度の都合に合わせるのではなく、私たちが変わりま
しょう。また、当たり前と思い込んでいる前提条件や常識すらも疑って考えましょう。

一、行動し、挑戦しなければなりませぬ
どんなに重厚な計画書や戦略も行動と結果が伴わなければ意味がありません。自治体のDXはま

だ誰もが見ぬ道です。リスクを恐れず、挑戦しましょう。

一、失敗を責めてはなりませぬ
行動や挑戦には時として失敗が伴います。挑戦した者を讃えましょう。あわせて、失敗は組織の

みならず社会に共有して、反省して、次に活かしましょう。

一、データ・事実と結果を軽視してはなりませぬ
主観ではなく、客観 (データ・事実 )に基づいた取り組みを進めましょう(証拠に基づく政策立案 )。

また、アウトプット (結果 )だけでなく、どのようなアウトカム (成果 )を目指しているのかをしっか
りと認識しながら取り組みましょう。

一、目的と手段を取り違えてはなりませぬ
常に今の行動が何のためにあるのかを考えましょう。特に手段が目的化しないように、細心の注

意を払いましょう。また、現在の行動が適切でないと認識されたならば、速やかに軌道修正しましょ
う(ピボット )。

一、感謝し、他の模範とならねばなりませぬ
私たちの取り組みはすべて先人の取り組みの上に成り立っています。このことに感謝し、DXを通

じて、私たちが新しいカチをカタチにして (パラダイムシフト )、磐梯町から、会津地方、日本・世
界を変えましょう。
ならぬことはならぬものです。

2020年4月1日制定、2021年７月１日改定
※掟内の「町民」とは、磐梯町に住む「住民」よりも広い概念であり、自立した主体としての「市民 (citizen)」の概念も含みます。
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４．戦略、戦術

戦略とは、本書において掲げる使命・将来像を実現するために、長期的かつ総合的な視野に立った方
向性を示すものです。
使命・将来像よりも不変性は弱いので、時々の現状に応じて、柔軟に変更していくことを妨げません。
ただし、戦略は磐梯町の予算、人事、事業等あらゆる分野に影響するため、戦略の変更にあたっては、
本書の変更によることが必要であり、議会への説明と報告が必要です。
戦術とは、戦略を具体的に形にして実行をする取り組みです。
基本的に本書で記載された内容で進めていきますが、デジタル技術の進歩は目覚ましく、戦術実行の

前提条件も日々変わっています。
従って、戦術については、使命・将来像及び戦略の範囲内において、本書を更新することなく、運用に

おいて柔軟に変更していきます。
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５．推進体制と手法　

町長 副町長

会計管理者

総務課

総務係

デジタル変革
戦略室

デジタル変革
戦略室

最高デジタル
責任者

財政管財係

税務係

戸籍係

政策係

保健福祉センター

生活環境係

農林係

商工観光係

上下水道係

保健福祉係

建設係

出納係

政策課

町民課

農林課

商工観光課

建設課

会計室
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各  

課

地域プロジェクト
マネージャー
渡部　久美子

磐梯町内関係・交流人口
創出拠点担当
蛯名　有里

地域おこし協力隊

東京関係・交流人口
創出拠点担当
五十嵐　大輝

地域おこし協力隊

デジタル推進
PR マネージャー

久慈　沙織

地域活性化起業人デ ジ タ ル 変 革 戦 略 室
2020 年 7 月～ 2023 年 6 月までの 3 年間だけの時限組織

磐 梯 町 役 場

多
く
の
復
業
人
材
が
活
躍
す
る
場

最高デジタル
責任者

菅原 直敏

最高デジタル責任者
補佐官

（システム担当）
大久保　光伸

最高デジタル責任者
補佐官

（デザイン担当）
前田　聡一郎

磐梯町デジタル変革審議会
磐梯町官民共創・複業・

テレワーク審議会

調査審議

係長
長　泰志

係員
金子　宏一

係員
穴澤　奈月

室長
小野　広暁



Copyleft(ɔ) Bandai town( 磐梯町 ) all right reversed.17

本戦略では、「OODA Loop」的な手法（右図）を用いて運用します。DX
の推進には、不確実な要素が多く、迅速性が要求されるため、従来の行政計
画に用いられる「PDCAサイクル」は戦略遂行に適さないためです。

O O D A  L o o p の 採 用

本戦略は総合的ですが、網羅的ではありません。磐梯町の人的、物的・経
済的資源は限られているので、戦略の優先順位を検討し、選択的戦略として
運用します。

選 択 的 戦 略

本戦略は、様々な状況変化に対応する可変的戦略です。ただし、戦略の変
更は、議会への報告・説明を経たのちに行うこととします。なお、戦略の下
位にある戦術については、行政が判断し、その時々、最も適切な手法を用い
ます。

可 変 的 戦 略

Observe

観察

Decide

決断

OrientAction

判断実行
OODA Loop

の採用

※OODA Loop理論は、元は軍事戦略理論で、米軍やNATO加盟国をはじめとする西側各国の軍隊だけでなく中国
やロシアを含む世界中の軍隊で採用され、その戦略を大きく転換させました。それが転用され、今ではシリコンバレ
ーをはじめとする欧米のビジネス界でも基本戦略として採用されています。
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６．第 1 期戦略の振り返り
大分類 中分類 (戦略 ) 小分類 ( 戦術 ) 進捗度 成果等

①行政のDX

a推進体制 · 環境の整備

DX戦略にかかる必要人材の配置 75
令和 2年 4月 1日に係長を配置したのを皮切りに、同年 7月に最高デジタル責任者（CDO）を配置、同年 10月に地域起こし企業人（現：
地域活性化起業人）制度を活用したプロジェクトマネジャー（現：PMO）、地域おこし協力隊を配置し、令和 3年 4月に単独室長 、CDO
補佐官、地域プロジェクトマネージャー、地域起こし企業人（現：地域活性化起業人）制度を活用したデジタル推進 PRマネージャー等を配置。

DX戦略室設置 · 運用 100 令和 2年 7月 1日にデジタル変革戦略室を設置しました。2023年 6月に発展的に解消する予定です。
職員研修の実施 75 職員研修を実施しています。自発的に取り組む職員も出始めています。
磐梯町渋谷官民共創拠点の活用 75 SHIBUYA QWSの活用により、交流 · 関係人口の拡充が図られ、その成果として各種プロジェクトが生まれています。
官民共創の推進 75 官民共創認定プロジェクト「宝ラボ」を制度化し、8つのプロジェクトが始まっています。

b条例 · 規則等の整理 ·
整備

条例 · 規則の整理 · 見直し 25 デジタル変革審議会で審議を始めています。町議会では委員会条例の改正等が行われました。
セキュリティポリシーの策定 25 室内で方向性の検討が始まりました。
BCPの見直し 0 未着手です。

c業務の整理
BPR の実施 50 外部人材も入れたプロジェクトをつくり、教育課も含め部分的に進めています。
印鑑の全廃 25 検討中。

d情報のデータ化
官民データ活用推進計画の策定 0 未着手です。建設的な意味合いで、策定の必要性も含めて検討します。
ペーパレス化の完全実施 50 会議等のペーパレス化を順次進めています。
データによる情報公開 50 デジタル戦略室の資料は原則データ公開です。

e業務の ICT化
チャットツールの導入 75 2020 年 4月より、Microsoft Teams を試験導入しました。
テレワーク環境の整備 50 テレワーク端末の整備や職員研修を行っています。

f その他

オンライン町政報告会の実施 25 検討しましたが、コロナ禍の影響もあり実現に至っていません。

行政視察のオンライン対応の実施 100 達成し、11件の視察が訪れています。また、これらの視察を通じて、ウェブメディア等にも取り上げられ、磐梯町の認知度向上に繋がって
います。

県 · 近隣自治体との連携 75 会津地域課題解決連携推進会議を通じて、磐梯町の取り組みが横展開され始めています。
保育所の ICT化の拡充 75 コドモンを導入し、保護者との連絡及び保育士の業務の ICT化を推進しています。保護者からも好意的なご意見を頂いています。
その他の ICT化 25 順次取り組みを進めています。

②地域のDX
a町民

町民との情報共有 25 HPや広報誌のあり方等検討を進めています。
デジタル活用支援員の設置 50 制度化し、設置に向けて準備を進めています。
マイナンバーカード取得率 100% 50 現時点での取得率は 487％ ( 令和 3年 6月 18日時点）となっています。
AI スピーカー活用による高齢者支援 50 AI スピーカーの実証実験を行っています。
ICT活用による子育て環境の充実 50 保育所の ICT化の小学校等への展開を検討中。

b事業者等
事業者等との情報共有 0 未着手です。理由は人員不足でした。
キャッシュレス決済導入支援 25 デジタルとくとく商品券に地域デジタル通貨のシステムを導入します。

③その他のDX
広聴 · 広報 · マーケティングDX戦略の策定 25 検討に入っており、2021年 7月 1日までに策定予定です。
教育DXの推進 50 GIGAスクールの整備運用が進められています。
磐梯町議会デジタル変革検討委員会との連携 75 助言等を求められた際に、適宜対応させて頂いています。

※PM（プロジェクトマネージャマネージャー）、：デジタル化の各種事業を現場でマネジメントするプロジェクトリーダー。
※PMO（プロジェクトマネージメントオフィス）：DX戦略全体を見通して、横断的な視点で各種施策の統括的な管理やサポートを行う。
※ SHIBUYA QWS：東京渋谷にある様々な組織・グループが共同利用する施設、磐梯町役場のサテライトオフィス

進捗度 状態 内容
0 未着手 検討も行っていない状態です。
25 着手 検討を開始した状態です。
50 実践 実務が始まり、形式的な実績が出てきた状態です。
75 継続 実質的な成果が出て、説明できる状態です。
100 達成 目的を達成して完了した状態です。



第２章　各論

１．将来像１
デジタルからデザインへ～脱デジタル宣言～
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具体的な戦術
・「脱デジタル宣言」を実施します。
・最高デザイン責任者を設置します。

具体的な戦術
・「(仮称 )広報・PR・マーケティング戦略」を策定
します。
・ホームページ、弘報を抜本的に見直します。
・議会への迅速な情報共有の仕組みを構築します。

具体的な戦術
・パブリックデザインに関する体系的な方針を
策定します。

①戦略１：デジタル→デザイン
磐梯町にかかるあらゆる事象を「役場本位」か

ら、「町民本位」「職員本位」に再構築するため
に、「デザイン」をDX推進の重要な要素として
位置づけます。まず、「脱デジタル宣言」において、
その方向性を町内外に明示します。また、デザイ
ン機能を強化することで、デジタル変革推進にか
かる体制整備を拡充します。

②戦略２：情報共有の再デザイン
徹底的な情報公開を前提に、磐梯町を取り巻く

ステークホルダーに対して、適切な情報を共有で
きる仕組みを再デザインします。まず、「(仮称 )
広報・PR・マーケティング戦略」を策定し、混同
されている概念を整理し、情報の導線を再デザイ
ンします。また、情報発信の主要な手段であるホ
ームページ、広報誌（磐梯弘報）のあり方を戦略
に基づき、抜本的に見直します。さらに、住民の
代表である議会への情報共有の仕組みも再デザ
インします。

③戦略３：パブリックデザインの体系化
社会、地域、役場、公共施設、公共物等、
公に関わるあらゆる事象に関するデザインを
パブリックデザインと呼称し、DX推進の中核
に位置付けます。そこで、パブリックデザイン
の概念を体系化し、方針を策定します。

※マーケティング：ここでは、
「サービス対象者を定義し、その対象者本位の価値の創造・伝達・提供を通じ、対象者との良好な関係を維持・育成することにより対象者と磐梯町双方の利益を追求すること」と定義する。
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２．将来像２
働き方の再デザイン～いつでも、どこでも、誰とでも～

※BPR：業務のあり方を見直し効率化を図る作業

具体的な戦術
・BPR(Business Process Re-designing)の方針を策
定します。

具体的な戦術
・「(仮称 )情報システム・インフラ更新計画」を策定します。
・旅する公務員実証実験を実施します。
・役場にフリーアドレスを導入します。

具体的な戦術
・E-learningによる研修体制の構築と資格取得支
援を実施します。
・DXオンライン勉強会を開催します。
・官民共創の取り組みによって、体験学習の機会
を創出します。

①戦略４：業務プロセスの再デザイン
業務プロセスを、職員等をユーザーとして捉え、

「職員本位」に再デザインします。具体的には、従
来の業務効率化に焦点をあてた「BPR(Business
Process Re-engineering)」ではなく、業務プロ
セスのみならず、業務自体、システム (条例、制
度、文化等を含む )、インフラ (ハードウェア、ソ
フトウェア等 )、職員のリテラシー等も包含した
総合的な視点から、「BPR(Business Process Re-
designing)」に取り組みます。

②戦略５：可愛い職員には旅をさせよ
職員等が旅をしながらでも問題なく業務にあたれるテレ

ワーク環境を構築します。その心は、旅という非日常かつ
非連続の状態においても問題なくテレワークできる状態に
あるということは、情報システム・セキュリティ、就業規則、
職場の理解等、テレワークにかかるあらゆる障壁を乗り越
えているという究極の前提条件が整備されていることに他
ならないということです。
そこで、いかなる状況下においてもテレワークを実現す

るために、ゼロトラスト・セキュリティモデルの実装やクラ
ウドサービスの原則活用等を考慮した「(仮称)デジタルア
ーキテクチャ設計・次世代情報インフラ更新計画」を策定し、
実装へ繋げます。また、旅する公務員実証実験を行うこと
で、実際に旅しながらテレワークをすることで生じる問題を
顕在化させ、一つ一つ障壁を解消していきます。

③戦略６：職員のリテラシー向上
テレワークを前提とした働き方を安全で実効
性のあるものにするために、職員のデジタルリ
テラシーの向上を戦略的に行います。具体的に
は、情報セキュリティの知識習得やデジタル技
術活用スキル向上を確実にする研修や資格取得
支援を実施します。また、知見を広げるための
DXオンライン勉強会の開催や体験学習の機会
を創出します。
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３．将来像３
サービスの再デザイン～決してお手間を取らせません～

具体的な戦術
・SPR(Service Process Re-designing)の方針を策
定します。

具体的な戦術
・全住民がインターネットにアクセスできる通信イ
ンフラ等を整備します。
・情報通信端末の町民利用率を向上させます。
・マイナンバーカード取得率100%を目指します。

具体的な戦術
・デジタル活用支援員の配置を促進します。
・地域勉強会等を実施します。

①戦略７：サービスプロセスの再デザイン
サービスプロセスを、受益者本位に再デザイン

します。具体的には、従来の行政手続き業務等の
サービスの効率化に焦点をあてた「BPR(Business
Process Re-engineering)」ではなく、サービス
プロセスのみならず、サービス自体、システム (
条例、制度、文化等を含む )、インフラ (ハード
ウェア、ソフトウェア等 )、受益者のリテラシー
等も包含した総合的な視点から、「SPR(Service
Process Re-designing)」に取り組みます。

②戦略８：ライフラインとしての
	 　 インターネットアクセス
サービスをデジタル技術の活用も考慮して再

デザインするため、その前提となる全ての住民が
インターネットにアクセスできる環境を構築しま
す。具体的には、通信インフラ等をライフライン
として捉え、その整備を行う他、情報通信端末の
利用率やマイナンバーカードの取得率の向上を目
指します。

③戦略９：住民のリテラシー向上
住民が役場のサービスをオンライン等でも
受益できるためのリテラシーの向上に取り組
みます。その際、磐梯町の強みである、住民
同士の顔の見える関係を活かし、デジタル活
用支援員や民生委員等による人と地域に寄り
添った支援を行います。
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４．将来像４
参加の再デザイン～参加の意義を考えよう～

具体的な戦術
・町のステークホルダーの現状把握と、町への関わ
り方の方向性を示します。

具体的な戦術
・交流・関係人口の現状を明らかにし、より関わり
やすい環境を構築します。

具体的な戦術
・磐梯町議会デジタル変革検討委員会を通じた
協力を行います。

①戦略 10：参加の再デザイン
磐梯町に関わるステークホルダーの町への関わ

り方の現状について把握し、参加の方向性につい
て示します。また、住民、町民、交流・関係人口
として磐梯町に関わる方々等、様々な人々が交流
できる仕組みも合わせて検討します。

②戦略 11：交流・関係人口の拡充
交流・関係人口に関する取り組みを促進するた

めに、交流・関係人口を量的・質的に可視化し、
拡充します。

③戦略 12：議会の DX 支援
町民により議会を身近に感じてもらえるよ

うに、議会が推進するデジタル変革について、
その求めや必要に応じて、取り組みに協力を
していきます。
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５．将来像５：共創のデザイン
～境界を意識しない環境づくり～

具体的な戦術
・複業人材の関与の環境・仕組みを整備します。
・各課における複業人材の活用を推進します。

具体的な戦術
・官民共創にかかるガイドラインを策定します。
・ばんだい宝ラボを促進します。

①戦略 13：複業人材との共創
複業人材が官民共創的に磐梯町の業務に関わ

れる環境を推進します。特に、磐梯町に不足して
いる、クリエイティブな能力を持つ人材やデジタ
ルノマド、アドレスホッパー等の新しいライフス
タイルを実践する人々にとって、か関わりやすい
環境と仕組みを整えていきます。

②戦略 14：町内外の
	 　　 個人・企業・団体との共創
町内外の個人・企業・団体との共創を促進しま
す。その際に、個人・企業・団体と町のミッション、
ヴィジョンをすり合わせて、その取り組みがWin-
Winになるように、慎重かつ迅速に、共創します。

③戦略 15：各課の取り組みの促進
各課におけるデジタル変革に関する取り組

みを促進します。その際に、複業人材や町内
外の企業・団体との共創も慎重かつ積極的に
行っていきます。

▼
次ページへ
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具体的な戦術
・職員の働き方を根本的に見直します。
・人事労務システムを導入します。
・印鑑の廃止を進めます。
・会議・通知等のペーパレス化を推進し
ます。
・役場の会議は原則オンラインを目指し
ます。
・BCP（業務継続計画）を策定します。
・防災情報伝達システムの ICT化を推進
します。
・消防団連絡システムを構築します。
・ふるさと納税ECサイトを導入します。

●総務課
組織と服務のあり方を再デザインし、

デジタル技術の導入により、職員が働
きやすい環境と町民サービスの向上を
目指します。また、ふるさと納税の推
進を図ります。

具体的な戦術
・テレワーク推進企業を誘致します。
・空き家情報データベースを作成し、空
き家マップを公開します。
・AI活用による水道メーターを通じた空
き家化推測の実証事業を行います。
・カーシェアリングの実証事業を推進し
ます。

●政策課
関係・交流人口の創出を目指し、デ

ジタル技術を活用した施策を展開しま
す。また、空き家利活用の推進を図り
ます。

具体的な戦術
・住民のマイナンバーカード取得率
100%を目指します。
・AIスピーカーを使った高齢者見守り実
証事業を行います。

●町民課
住民の行政手続きデジタル化の基礎

となる「マイナンバーカード」の取得を
推進します。また、高齢者の見守りに
デジタル機器導入の可能性を探ります。

具体的な戦術
・鳥獣被害対策 ICT化の実証事業を行い
ます。
・ICT技術を活用したスマート農業の検
討を進めます。

●農林課
農業におけるデジタル技術の活用性

を検討し、持続可能な農業経営の可能
性を探ります。
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具体的な戦術
・地域デジタル通貨の実証事業を行います。

●商工観光課
町内商工業振興のため、地域デジタ
ル通貨の実証事業を継続し、その活用
拡大の可能性を探ります。

具体的な戦術
・除雪作業の ICT化の検討を進めます。
・水道開栓・閉栓手続きの ICT化の検討
を進めます。

●建設課
インフラ施設の維持管理にデジタル
技術を活用し、効率化・省力化が図れ
るか検討を進めます。

具体的な戦術
・税、各種公共料金等収納のキャッシュ
レス化を推進します。
・電子決済の導入による出納業務の効率
化を推進します。

●会計室
収納キャッシュレス化による納入者

の利便性向上と、紙の伝票廃止による
出納業務の効率化の検討を進めます。

具体的な戦術
・GIGAスクール推進体制拡充について
協力します。
・公共施設予約システムのオンライン化
推進について協力します。

●教育課
デジタル技術を活用した教育推進に
ついて協力します。また、公共施設を
利用される方（ユーザー）が利用しや
すい予約システムの構築を目指すこと
に協力します。
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具体的な戦術
・保育所等の業務の ICT化促進について
協力します。

●こども課
デジタル技術を活用し、保育業務の
効率化と、保育サービスの向上に協力
します。

具体的な戦術
・磐梯山慧日寺資料館業務の ICT化促進
に協力します。
・磐梯山慧日寺資料館展示のデジタル化
促進に協力します。
・史跡調査データのデジタル化検討に協
力します。

●文化課
展示や入館管理のデジタル化を推進

し、来館者増に協力します。

具体的な戦術
・行政委員会、各種審議会及び付属機関
等の会議をペーパレス並びにオンライ
ンで開催することに協力します。

●行政委員会及び各種審議会や
　付属機関等
各種会議のペーパレス化、オンライ

ン開催を推進します。
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６．将来像６
ゼロベースの自治体のデザイン

具体的な戦術
・「ゼロベースの自治体」のグランドデザインを描き、実証実験を始めます。
・令和4年4月から実証実験をスタートできるように、
		令和3年度は下記に取り組みます。
　①町民、議会への丁寧な説明
　②検討会の開催に向け、幅広く町民、交流・関係人口、有識者に参加を求める
　③これからの時代の自治について議論する検討会の開催
　④実証実験を行うための体制整備

①戦略16：ゼロベースの自治体のデザイン
交流・関係人口を通じた地域活性化、町民本位の行政デザインを目指して、地
方自治体のあり方をゼロからデザインします。また、交流・関係人口との共創も
含め、町民本位・ステークホルダー本位の自治体運営や多種多様な人々による自
治をゼロから構築できるか、多方面にわたる議論と実証実験を進めます。
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第３章　傍論

１．デジタル変革の定義
本戦略におけるデジタル変革 (DX、デジタルトランスフォーメーション )の定義は以下です。

自治体・町民等が、デジタル技術も活用して、町民本位の行政・地域・社会等を再デザインするプロセス

この定義で最も重要な点は「町民本位」という点です。
また、デジタル技術の活用は手段であって目的ではないため、結果的にデジタル技術を用いない取り組みであってもデジタル変革にあたる場合があります。

以上のような考えから、磐梯町では、「DX」をデジタル技術の活用に焦点をあてた「Dx」ではなく、変革に焦点をあてた「dX」の意識を持って、取り組みを進めています。

２．デジタル変革と ICT 化の違い
本戦略では、ICT化とデジタル変革を明確に使い分けています。以下、その相違を示します。

ICT 化 ( 高度情報化 ) DX( デジタル変革 )

目 的
組織の効率化を主な目的として、
業務を情報通信技術に代替すること

住民サービスの向上を主な目的として、
デジタル技術も用いて新しい価値を生み出したり、仕組みを変えること

目 線 業務本位 住民 (職員 ) 本位

親 和 性 業務効率化、省人化、コスト削減 UX、UI、個別最適化

範 囲 部分的 全体的

役 職 CIO CDO

具 体 例
・膨大な事務作業を効率化・省人化するために、RPAを導入する
・投開票作業を効率化・省人化するために、電子投票システムを導入する

・在宅勤務を実現するために、クラウド環境を整備する
・すべての住民の参政権を保証するために、遠隔電子投票システムを導入する
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３．デジタル化の３分類
本戦略では、「デジタル化」には3つの定義があると捉え、3つの定義を包括的に表現する際にはデジタル化を、
個別の定義を明示する際にはそれぞれの表現を用いることで、言葉による業務の混乱を避けるように努めています。

デジタル化の３分類

Digitization
（情報のデータ化）

Digitalization
（業務のＩＣＴ化）

Digital Transformation
（デジタルによる価値創造）

内容 アナログの情報をデジタルの形式に変
換する技術的過程

情報のデータ化を前提として、業務を
ＩＣＴ化する業務的過程

情報のデータ化、業務のＩＣＴ化を前
提に、住民本位の行政、地域、社会を
再構築する価値共創的過程

ミッション・
ヴィジョンの必要性 低い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高い

用語の親和性 業務効率化・省人化・コスト削減　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　UI・UX・個別最適化

視点 業務本位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民本位

視点 部分的・戦術的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全体的・戦略的

視点 業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営　

具体例
（行政）

マイナンバーカードによって、申請書
類の記入が省略できる

マイナンバーカードを持って、コンビ
ニエンスストア等で自動交付機を通じ
て住民票を取得できる

役所に訪れ、申請することなく、プッシュ
型で必要な行政サービスが、必要として
いる人に提供される

具体例
（教育）

教室での授業で、紙ではなく、デジタ
ル教科書を活用する

教室型のオンライン授業を実施し、全
ての生徒が同じ課題を電子データで提
出する

県外の学校に入学しなくても、世界最
高かつ個別最適化された高等教育を受
けられ、学習歴が記録される

備考 一般的に「ＩＣＴ化」「ＩＴ化」と捉えられる段階で、
既存のアナログの業務を前提としている

既存のアナログ業務や価値観を前提と
しない
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４．パブリックデザインの定義

本戦略で用いている「デザイン」とは、主にパブリックデザインを念頭においた考え方で、
現時点では「公共と人々の関係性を、人々本位に設計する活動」と仮定義し、検討を進めます。

要素解説
①公共：多義的であり、その都度範囲を明らかにする必要があります。
②人々：公共の定義により、人々の定義が定まります。
③人々本位：公共の現状が、人々本位ではないという含意があります。
④設計：デザインのことです。
⑤活動：継続的かつ動的な行為です。

公共の範囲を役場にした場合のパブリックデザインのイメージ
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私が磐梯町に関わってから丸2年弱が経ちました。私が最高デジタル責任者に就任した当時、「デジタル変革 (DX)」という言葉はほとんど行政では用
いられておらず、今とは隔世の感があります。ただ、世の中がどのように変わろうとも、磐梯町がデジタル変革を進める目的は一切揺らぎません。
磐梯町の独特な点は、情報のデータ化、業務の ICT化において全国でも有数の遅れた自治体であるにもかかわらず、逆にその事が功を奏して原則リ

モート・ペーパレス・クラウドによるデジタルネイティブ組織の設置、オンライン委員会・審議会の開催、複業人材による価値創造等、全国にも類を見
ない取り組みを「カエル跳び」的に行っているところです。
しかし、このような取り組みの前提にあるのは、職員のデジタルリテラシーの向上や情報システム・インフラの整備、アナログにおける各種条例・制度・
業務等の見直しといった地味で地道な作業です。私たちは目先のデジタル技術の活用よりも、このような土台づくりを重視してきました。
デジタル技術は手段であって、目的ではありません。例えば、磐梯町では、新型コロナウイルスワクチンの接種受付においては、高齢者の方には敢え
てデジタル技術を用いず、電話というアナログな手法で行い、高齢者以外の方にはWebと電話の併用で行っています。ここで即席のデジタル技術を全
ての人に無理やり押し付けていたら無用な混乱が生じていたでしょう。その当時の最適な判断でした。
つまるところ、デジタル変革とは、「デジタルを言い訳にして」、今まで行政が避けてきた構造改革を一気に進めることです。そのためには、改めて町
の使命と将来像から、デジタル技術も活用して、行政・地域・社会のあらゆる分野を再デザインすることが重要であると考え、今回の戦略ではその考え
を色濃く反映しました。
今回の戦略は、前回よりも多くの職員等が関わって作成されました。戦略・戦術内容の粒度が不均衡な部分も散見されますが、この不完全な成長の過

程も含めて公開していくことこそが、今後につながると信じています。
人口3,000人強の小さな町の挑戦、是非忍耐強く見守り、応援を頂けたら幸いです。

令和3年7月1日
磐梯町最高デジタル責任者

菅原直敏

あとがき
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編集メンバー

●責任者
編 集 責 任 者：菅 原 直 敏(最高デジタル責任者 )
デザイン責任者：前田聰一郎(最高デジタル責任者補佐官 )

●編集チーム
大久保　光伸	 ( 最高デジタル責任者補佐官 )
小野　広暁	 (デジタル変革戦略室長 )
星　久美子	 ( 官民共創コーディネーター・デジタル変革戦略PMO)
久慈　沙織	 (デジタル推進PRマネジャー )
蛯名　有里	 ( 磐梯町内関係・交流人口創出拠点担当 )
五十嵐　大輝	 ( 東京関係・交流人口創出拠点担当 )
渡部　久美子	 ( 地域プロジェクトマネジャー )
長 　 泰 志	 (デジタル変革戦略室係長 )
金子　宏一	 (デジタル変革戦略室係員 )
穴澤　奈月	 (デジタル変革戦略室係員）

●戦略に関する調査・審議
・磐梯町デジタル変革審議会
		椎名	毅 (	会長 )、中元	淳二 (	副会長 )、
		小山	ひろみ、桂	Jasmine	茉利子、前田	諭志
		・磐梯町官民共創・複業・テレワーク審議会
小田	理恵子 (	会長 )、小澤	綾子 (	副会長 )、
尾崎	えり子、玉置	真悟、五十嵐	大輝、中嶋 貴子
●編集サポーター
磐梯町役場の各課のみなさん
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